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_本書は、
：

.L. 

Johansen, 

> MUIti—sectoral 

S
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y
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w
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o
t
t
w
^
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 ...Growth' North-Holknd 

Publishing Co.. Amsterdam' 1960 

の邦訳であ
 

る
*
そ
の
題
名
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、

一
九
五
〇 

年
前
後
に
お
け
る
.ノ
ル
ゥH

丨
の
.実
際
の
経
済
を
多 

部
門iCgllt

門)v

ぬ
分
1

^
-:
.
'そ
の
：部
門
別
0;
努
働

.-
■ 

雇

用

量

、
，資

奢

積
*
.
.«;
金

を

含

む

湘

対

航

格

、
，
,
： 

産
出

-*
等

：
0々
均
衡
成
長
率
の
推
定
ノ
お
-̂
ぴ
外
®
 

.的
な
諸
要
因
の
変
化
.が
そ
れ
ら
■に
与
え
.る
綜
合
的
な 

効
果
の
推
定
が
案
際
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点 

.で
、
他
に
例
の
な
い
労
作
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
で 

.き
よ
う
。

、

：
■

本
書
の
著
者
自'#
も
指
摘
し
：て
：い
る
よ
，
に

、
' 
こ
-'

.れ
ま
で
に
試
み
ら
れ
'た
経
済
の
動
学
的
均
衡
径
路
.の
V 

多
部
門
.分
析
で
は
V

#.

部
門
の
諸
変
量
め
成
長
が
同 

一
の
速
度
で
あ
る
こ
と
*つ
ま
り
、労
働
.と
：資
本
の
代 

替
関
係
を
無
視
し
、
従
っ
て
そ
れ
ら
の
部
門
間
：に
お 

け
る
自
由
な
移
動
を
認
め
な
い
こ
ど
が
前
提
と
さ
れ
. 

て

い
た

.°
^

、̂
と
の
こ
と
は
実
証
的
.な
、
.計
®
経

済
学
的
な
分
析
に
関
す
る
研
究
に
限
ら
れ
て
.い
る
*

一
ボ
他
^

^

国
ゆ
経
済
の
接
驗
的
事
寒
^

-

経
液
©
漱 

長
が
必
然
的
に
そ
の
内
部
的
構
造
ひ
変
革
を
伴
う
こ 

:
〕

と
を
明
瞭
に
l
/T
5
L:
rc
:
v'

る
'0

奪
者
は
と
參
よ
!:
^
 

事
®
{
{を
反
映
ざ)

せ
る
た
；め
0

诲
説
^

積
匬
的
^:

そ
0

へ
 

理
論
的
構
図
.の
内
部
に
導
入
す
る
こ
.
と
.に
.よ
っ
.て
本 

ノ
書
に
: ^

け
石
分
析
^

大
ぎ
な
铮
色
^

^ ;
'

え
：て
1>
:
,
1<
^
一
 

最
初
' ^

.：
:
'安
の
：労
作
の
基
本
的
構
図
に
.関
棄
す
る
考 

:
:干
の
重
楚
な
文
献
に
.対
す
.る
簡
単
な
検
討
が
行
わ
れ
；
_ 

:
:た
後
:-
:

'
--
-

部
門
模
型
：咚
よ
石
蕋
敵
的
な
考
£'
:

方
が
読
. 

；

者
の
.理
解
を
容
易
に
-t

て
く
.れ
る
セ
.あ
.ろ

う

。
.
.
.
つ
ぎ 

に
、
レ
オ
ン
チH

フ
の
投
入
•産
出
分
析
の
手
法
を
形 

式
的
に
踏
製
す
る
こ
と
に
よ
っ
，て
こ
れ
を
务
部
門
化 

す
る
作
業
に
進
み
、
.
全
方
程
式
体
系
が
さ
き
に
述
べ 

だ
よ
う
な
経
済
的
内
生
変
数
に
つ
い
て
解
か
れ
る
， 

人
：ロ
-:
.
.
'
&
資
本
形
诚
お
な
が
総
货
働
供
給
量
等
が
外
；
 

生
的
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
門
別
の
资 

本
蓄
積
量
”

労
働
贵
0 .

均
衡
成
長
率
が
<(

他
の
内
生
':
.
.
: 

的
な
'諸
変
®

と
と
も
に)
求
め
ら
れ
る
。

S.+の
よ
う
'
. 

.
:な
齓
論
に
基
づ
ぐ
計
测
値
は
>

;
た
と
^ -

そ
れ
が
比
較
' 

静

学

：を

菽

礎

と

す

る

.も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
単
な
る 

「

数
値
例」

ぐ
の
域
を
脱
し
た
.経
：済
政
策
へ
；.の
：：重
要
^ '
.
:
: 

参
考
資
料
と
な
：り
う
.る
価
値
を
も
つ
で
.あ
ろ
う
。

• 

ノ 

一
本
書
を
手
に
^

る
読
者
^

理
解
力
を
助
け
る
予
備
■

知
識
ど
し
て
.は
’、'
.初
歩
的
な
経
済
原
論Ai

投
入•

産 

出
.分
析
の
■手
法
で
十
分
で
'あ
''
6
ぅ
..。'.邦
訳
は
'可
成
り
. 

原
文
に
忠
実
で
あ
り
、
し
か
も
細
か
い
祌
経
が
ゆ
き 

届:

ぃ
：て
：い
■る
よ
ぅ
に
.思
わ
れ
る
。

.

(

ダ
ィ
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モ
.
シ

ド
 

社

•
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七
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浜
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文

雅
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-
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- 
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■，
木

村

保

重

著.や
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へ

:
:
.
:
ァ

じ

，
ン
^

、
；
賓

易

ど

分

樂

:'

7 
' 

V

質
易
と
国
内
所
得
分
配
の
問
題
は
、
.国
際
経
済
学
. 

の
研
究
に
お
い
て
、
こ
れ
迄
純
理
論
的
•
体
系
的
に 

分
析
さ
れ
る
こ
.と
の
比
較
的
少
な
か
つ
た
も
の
で
あ 

る
。
古
典
派
以
来
、
.そ
の
関
心
の
中
心
は
：
世
界
全 

体
と
.し
•て
の
質
易
利
益
の
解
明
と
、
'-
か
く
て
証
明
さ 

れ
た
貴
易
利
益
.の
貴
易
当
事
国
間
の
.

V

分
®
:に
お
：か 

れ
、
.こ
の
利
益
の
各
国
内
に
お
け
る
^
^
.
.
.
.
1の
 

国
内
所
得
分
配
に
:#
す
る
影
響
は
、
む
し
ろ
副
次
的 

な
も
の
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

.

そ
の
现
由
は
.、生
痕
要
素
.が
労
働
の
み
.に
限
ら
れ
、
 

さ

ら

：に

各

国

内
.の
生
産
構
造
；(

経
済
構
造
}
と
資
易 

と
を
統
一
的
に
把
握
す
る
迪
論
に
欠
け
て
い
た
，こ 

と
に
存
す
る
：で
.ぁ
ろ

ぅ

。

以

上

の

制

.約

性

を

除

去

し

成

立

す

る

。

て
、

1
つ
の
体
系
的
理
論
を
樹
立
し
た
：办
が
、
\へ
_ク
： 

シ
ヤ
:,
'
,オ
：リ
丨
ン
，定
理
で
あ
り(

以
後
H • 

o
.定
' 

理
.と
略
記
す
る)

、
.こ
れ
に
ょ
り
.贸
易
ど
：分

12
の
問
：
' 

題
は
、
、
は

;1
:
め
て
明
確
^
分
析
さ
^:
ぅ
る
ょ
ぅ
に
^-
. 

.

つ
，た
の
'で
&:
:る
。

：

,

こ

の

甘..
0
定

理

の

主

耍

内

容

は

、

各

国

間

..に

お 

け
る
生
鹿
要
素
賦
存
比
率
の
差
異.に

貝

易

パ

.

.
タ

ー

シ

. 

.
の
決
定
因'.
-(

比
較
生
産
費
.
の
決
定
因̂

を
求
め
る
第:'

—
命
題
ど
国
際
的
生
産
要
素
偭
格
均
等
化
論
た
る
第
：.' 

ニ
命
題
と
ょ
り
な
る
。
'.
こ
€>
第
ブ
§
^
が
實
易
と
_ 

内
所
得
分
配

.^
の
関
速
を
解
明
す
る
の
•で
あ
る
。
/
.

ソ
な
こ
で
国
内
所
得
分
配
が
十
づ
の
铮
殊
的
な
意
昧 

で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
.

と
に
注
目
し
た
い
。
す

な' 

お
ち
我
ー
々
は
、
各
個
人
が
各
生
靡
耍
素
の
被
定
量
を

. 

所
有
し
、
.
.

そ
:0
'
.

所
有
状
態.
に
：変
化
が
な
ぃ
と
伋
定 

.

し
、
貴
易.
に
ょ
る
生
：産
要
素
価
格
変
化
の
結
果
と
し

. 

.•
て
の
国
内
所
得
分'配
0.

疫
化
把
、
.
分
析
を
限
定
し
て 

.

い
る
こ
と
で
あ
る
。
H

の
結
果
、，
.

各

国

.の

相

対

的
 

に
豊
富
な
要
素
の
価
格
は
上
昇
し
、
.稀
少
要
素
の
価 

格
は
低
下
し
，
；そ
れ
.

に
応
：
1:
:
:

て
国
杓
所
得
分
配
：の
変':
. 

化
が
生
ず
る-:
°.

以
上.
と

ぎ

れ

論
®

：
で

、
.
保

護

政

策
 

<

関
親)

は
稀
少
要
素
を
益
し->
:豊
富
な
要
素
私
損
失 

を
本
え̂
:

と

考

え

ら

れ

、

こ

と

，
に

第

二

命

題

の

系

：
と 

'
し.
で.
，
：
.

ス.
K.

ル.
パ
.
丨

サ

ミ

 

fl_
'H.
.
.̂'

y-.
y.-

-'
0
'
定

理

が

f f.
.
刊

紹

介
.. 

.

本
書
は
、:-
こ
の
蜇
大
で
は
あ
る
が
等
閑
視
さ
れ
て 

き
た
質
易
と
分
配
の
問
題
に
集
中
し
、

.
と
く
に
：こ
の
：

.
問
題
杧
関
す
る
諸
砾
究

.
の
跡.
づ
げ
を
行
な1'
>:
、
；'こ
：れ」

.

迄
に
神
戸
外
大
論
叢
そ
の
他
に
：発
表
さ
れ
た
数
多
く 

'.
の
論
文
を
基
礎
^
ま
と
め
>̂
'れ
.た
も

0,
で
^,
る
?.
:5
.
::
'
,

,

そ
の
槠
成
と
主
要
内
容
を
み
れ
ば
、
：
：第
I

部
の
序
へ 

•

論
で
は
、
そ
の
：問
題
意
識
ど
分
配
の
^-

義
を
明
ら
か
；
 

.

に
し
た
上
で
、
.

こ
-0.

問
題
の
把
握
を11
ン
：0

定
座
以
ー 

前
と
以
後
と
に
大
別
す
る
。

'

^

江
部
、で..
は
、
：
こ0

定 

理
以
前
の
こ>
の_

題
を
め̂

を
展
開
を
、
.

：
.

'
穀
物
^
論 

. .
■
争—

ケ
ァ
ン
えA
無
競
争
集
団
 
>

ハ
ヾ
ー
パ
ラI
の
特 

殊
要
素
と
ノ
分
浙0'
深
化
を
迎
り
つ.
令
整
理
す.
る
。

第
10
部
で
：は
ヶ
.
«
:
*'
:
0
龙
理
の
意
義
と
内
容
と
が
ぐ 

..
各
学
者
0
究
明.
^
追
；ぃ
つ'つ.
、>
>
.ぐ
■に
分
配..
を
中
心.'

に
述
べ
も
れ
て
ぃ
る
ス
第
汉
部
で
は
-

こ
め
定
理
の 

,
問
題
点
0:
総
括
ど
著
者&
身
：の
ー
。
一

,
つ
0!
稹

極

的

な

展

： 

..
開
：.(B

:

貴
易
に
ょ
る
要'素
価
抵
均
等
化
：ば
：實
易
当
.

,
事
国
に
お
け
る
産
業
転
換
^
必
要
条
件
と
す
る
：も

.
■の
'.

,

:

で
は
が
1>
。
で
.
：0:
、''
:
:各
財
の
要
素
集
約
性
：に
逆
転
め
；鮮

.

■.
.ず
る
場
合
.
?:
f.

ナ
...
丨
‘：

ヶ
l
x:)

v
-国
の
へ
大
h
と
一 

..
い
5
要
因
を
考
虛
す
る
こ
-と
、に
.：ょ
,̂
、
：
：
，
第

ニ

命

題

.の

. 

r
し

ぃ

-^
釈
が
..可
能

.と

.な
る
。：

)

.、
を

，
行

な
.ぅ
。'
.
v̂.
:
z 

.
;
.部
で
.は
.、.

.

こ
の
定
理
'の
動
態
化
の
.こ
れ
迄
の
ご
こ
ろ

•

■
み
を
要
約
し
、
そ

0-
,不
十
分
さ
を
指
摘
し
、
最
後
に 

今
迄
の
分
析
钇
.日
.本
の
，|:
1
.山
化
に
適
用
し
て
、
若
干 

.
の

示

唆

を

与

え

て

い

る

。
：

■.以
上
要
ず
る
.
に
：
著
者
は
.

V
こ
の
問
題
の
学
説
史
：
 

;

的

な

展

開

を

お

い

，つ

つ

、-
H 
• 
o定
理
の
第
二
命
題 

]!-
^
中
心
を
灰
い
：て
分
析
さ
れ

,

こ
，の
定
理
の
%

つ
意 

義
と
限
界
，を
明
示
し
、
さ

-
ら
に
.積
極
的
な
理
論
発
展 

に
つ
t '
め

て

お

ら.
れ
る
。
こ
の
定
1

に.̂

し
て
四
八 

.:

年
以
降
と4<
に
学
者
谨
の
関
心
を
'ひ
き
、
す
ぐ
れ
た
.

著
作
も
最
泥
一
'一
.
.一

1.1(

例
え
ば
ヶ
丨
ブ
ス)

出
版
さ
れ
'

' 

.
て
：

S-

る
が
、.
そ
の
中
心
は
第1'

命

題

に.お
.か
れ

て

い

， 

る
。
そ
れ
故
に
第
ニ
命
題
に
集
4*
:
し
.て
、
.
国

際

経

済 

学
に
お
い
て
残
さ
れ
た
こ
の
大
き
な
問
題
を
統|

的 

.

.に
分
析
し
よ
ぅ
と
さ
れ
.た
先

.駆

性

と

ず

ぐ

れ

だ

問

題
 

,意
識

ど

は

、
へ

非

常

に

貴

2£
で
あ
る
。
し
'か
し
反
面
、

:

V-
:
Jの
問
題
の
分
析
が
従
来
十
分
に
体
系
的
に
行
な
わ 

れ
て
い
な
か
0
'た
結
果
と
^
て

''
-
'
'
.
本
！ji

も
ま
た
こ
れ 

:
:迄
.の
展
開
の
整
理
と
い
っ
：た
消
極
的
な
も
0
に
と
.ど 

，■
ま
り
ぃ
ー
丑
.
0定
理
の
も
^
.限
界
を
克
服
し
て
、.
Z 

;の
間
題
へ
の
新
.し
い
11
論
化
を
行
な
お
ぅ
と
す
る
積
極 

的

な

動

き

：
は

殆

ん

ど

み

'̂
れ

な

：.い。
ま
た
著
者
自
身 

の
展
開
'.
'
問

释

の

整

理

：
の

仕

方

に

も

'.
1

T

Hの
疑 

問

が

祭

在

す

る

。
一
例

'^
は
、
；著
者

0
積
極
的
展
開
と 

さ
，れ
で」

い
る
第
.
|点
ね
関
し
、
固
定
枝
術
係
数
の
場
，

. 

，
八
、
.
一' 

(

八
五
：七

)


